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日本がEISCAT科学協会 に加盟
佐 藤 夏 雄
北極 圏ス ヴァールバル ・ロ ング イヤ ビエ ンにおけ る非
干渉散乱(IS)レ ー ダー ア ンテナの建 設経 費が1F成7年
度の政府補正予算 で国立極地研究所 に認め られた事 によ
り,平 成8年4月 か ら日本 はEISCAT科学 協会の第7番
目の加盟国 となった.
EISCAT科学協会は,　ISレーダーを用
い たヨーロ ッパ にお ける宇宙 科学 の研究
や教育 を推 進す るため,レ ー ダーの建設
と維持 ・運 川を 主H的 と して,欧 州6か
国(独,イ ム,英,ノ ル ウ.L-,ス ウェー
デ ン,フ ィン ラ ン ド)が 共 同 出資 し,
1975年に設 立された.設 立の背景 となっ
た 主な理由 は,高 緯 度域 の大気圏 ・電離
圏 ・磁 気圏 に関す る研 究 は基礎 科学 と し
て有意義で ある こと,こ れ らの研 究 に と
って北欧諸 国が 地理 的 に非常 に重 要な位
置 にあ り,且 つ研 究 に必 要な観測所 を既
に有 してい る こと,大 気 圏や電磁気 圏の
研究には最 高級 のISレ ーダー観測施設が
必須で ある こと,こ の ような 大規模 施設
の建設,維 持 ・運用 には国llf,!協同が重要
で ある こと,な どである.
EISCAT　(アイスキャッ トと発 汗する)
とは,　European　I coherent　Scatter　U欧
州非干渉散乱(レ ー ダー))の略記であ り,
電離闇市の電子 に よる非干渉(ト ムソン)
散 乱 を利用 した大出力 レー ダー を意味す
る.　ISレーダー(非 干 渉散乱 レーダー)
の 詳 しい原理 と観測内容 は本 号の 「極地
豆事 典」 に記 載 してあ るが,簡 単 に言 え
ば,電 離 圏プ ラズマ 中の 白山電子か ら散
乱 される電磁 波 を捕 える レー ダー装 置で
ある,散 乱波 の強度が極めて微弱 なため,
高出力を有す る送信機 と広い 面積 を持つ
受 信ア ンテナが必要 である.こ の レー ダ
ー によ り,高 度50キ ロメー トルか ら1500キロメー トル以
上 まで の電 子・や イオ ンの密 度 ・温 度 ・速度 などの物 理 量
の 高度分布 を高精度で観 測す るこ とが11∫能で ある.時 間
分 解能 は数1'秒か ら数分 で,空 間 分解能は数 キUメ ー ト
ルか ら数 十キロメー トルであ る,
現在 本格 運用 されてい るEISCATレー ダー はUHF帯
とVHF帯 の二種類の電波 を使用 している.　UHF帯 レー
ダーは,ノ ルウェーの トロム ソ局,ス ウェーデ ンの キル
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ナ局,お よびフ ィンラ ン ドの ソダ ンキ レ局 の3箇 所 に設
置 されてい る直径32メ ー トルのパ ラボラア ンテナで構成
されている.プ ラズマの速度ベ ク トル情報 を得 るために,
トロムソ局 か ら発射 した電波 を上記3局 で受信 す る方式
で観測 を行 っている,　VHF帯 レーダーのア ンテナは全長
約120メー トル で トロム ソ局 に設 置 されて いる.ト ロム
ソ局に は,レ ー ダーの ほかに短波帯 の電離 圏加 熱装置 も
設置 されている.
観 測 は,加 盟 国が.一致 して実施 す る 「共通 モー ド」 と
各加 盟国が独 自に行 う 「特別 モー ド」 に分 けて実 施 され
てお り,前 者の 観測 は基本的 な何 種類 かの観測 モー ドで
定期 的に観測 され,加 盟 国の研究 者が 自由 にデー タを使
用す る ことがで きる.一 方,特 別 モ ー ド観測 は各国が考
案 した独 自の観測モー ドで実施 することがで き,か つ,そ
の観測 デー タを最 初に使用す る権 利 を有 す る,こ の特 別
モ ー ドプロ グラムの運用時 間配分 は,　EISCAT科学協会
への各 国の出資額 に比 例 して お り,日 本 の配分 は全体 の
約8%で ある(1997年は約100時間).
北極 圏のス ヴ ァールバルは太陽風 が直接 的 に地球磁気
圏へ流入す るカスプ域(磁 気緯度75度 付近)に 位置 して
い るため,真 昼の オー ロラ現象で代表 される太陽風 一地
球磁 気 圏相互 作用 を解 明する上で極 めて重要 な地域であ
る.こ の研究 目的 を達成す るため に,新 たにEISCAT　・
ス ヴァールバ ル ・レー ダー(ESR)が1996年に設置 され
試験 運用 を開始 してい る.日 本がEISCAT科学協会の加
盟国 になった ことに よ り,日 本 の研 究者 は欧州の既加 盟
国6か 国の研究者 と同等 の立場で新設のスヴァールバル ・
レー ダーお よび既設 の レー ダー設備等 を利用 して研究 を
進める事 がで きるようになった.
EISCAT科学協会は,全 加盟 国の合意に よる 「協定書 」
と 「規約」,及 びスウェーデ ンの法律 により統制 される非
利益財 団で ある,財 源 は各 国か らの投資 と毎年 の維持 費
分担 に よ り運営 され ている.　EISCAT科学協 会の組織 を
図 に示 した.最 も中心 となる組織 は,協 会全体の運営 方
針 に責任 を もつ最 高決定機 関であ る評議会　(Counci1)　と
実 務 の総 責 任 者 で あ る本 部　(Headquarters>　の 所長
(Director)であ る.評 議会 に助言す る諮問委員会 と して
は,科 学的技 術 的 な諸 問題 を審 議す る科 学諮 問委 員会
(SAC:　Scientific　Advisory　Commitee),管理及 び財務的
活動 について審議す る財務 委員会(AFC:Administrative
and　Finance　Committee>があ る.ま た,本 部 は協 会全般
の運営 及 び レー ダー施設 の維 持運用 を担 当す る.本 部 に
約40名 が雇用 されている,上 記の評議会 と委員会は通常
年2回 開催 され てお り,各 国 からの代表者が集 まる.日
本代 表 は極地研 究所内 に設 置 された 「非干渉散乱 レー ダ
ー委 員会」 で決 定 され る.評 議会 には平澤威男(国 立極
地研究所長),國 分征(名 古屋大学 ・太陽地球環境研 究所
長),藤 井良一(名 古屋 大学 ・太陽地球環境研究所 ・教授)
が,科 学 諮問 委員 会には小川忠彦(名 古屋 大学 ・太陽地
球環境研 究 所 ・教授),そ して財 務委員 会 には前 田千尋
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(国立極地研 先回1・会計課長)の 各 代表 が選出 された.
1-.記の ように,　EISCAT科学 協 会はH本 を含 む7か 国
が研 究面並 びに財U女面で緊密 に関係 し合いなが ら運営す
る組織 で あ り,当 研究所 に とって は新 しい タイプの国際
協 同研究 プロ ジコ..クトに参 画する こ とにな った,日 本が
この新 しい タイプであるEISCAT科学協 会 に加 盟す るに
当た っては,多 くの困難 もあった.し か し,こ の プロ ジ
/T.クトを長年準備 して きた名古 屋 入学 太陽地球環境研究
所 と 文部省学 術国際局 国際学 術課 の全面i的な協 力 と.支援
によ り,　EISCAT科学協 会へ の加盟が実現す る ことがで
きた.今 後は,日 本全 国の広い研究 分野の研究者 が積 極
的に この国際協同研究 に参加 し,多 くの研究成果を挙げる
こと方書{まれる,
rrE・?f':村立極地研究所.1吉原科.';`:センター長ノ
EISCAT科学協会財務委 員会に出席 して
前 田 千 尋
平成8年4月1日 に 日本 がEISCAT科・学 協 会(以 ド
「協 会1と い う,)に 川1盟してL'J.降,財'務委員会は これ ま
で2度 開催 された.日 本側の委 員 と して,同 会議 で議論
された概'要及び今後の課 題等について述べてみたい.
財`務委員 会 〔Administrative　and　Finance　Committee　:
AFC)は,評 議会(CounciDの諮問機関 と して,協 会の
管理 ・財.務活動 等に限1し審議 して評議 会に助言 す る伐 日
ス135
を担 ってい る.会 議 は,評 議会 に先 、lt:一,て例年,春 と秋
の2回 開催 されている.
日本が協会 に加 盟 して初 めて参加す るこ ととなった第
46回財.務委員 会が、ド成8年4月18日 一4月19Hの2日
間,デ ンマ ー クの コペ ンハーゲ ンで 開催 された.日 本側
の 出席者は,代 表 委 員である筆者の 他にオブザ ーバー と
して 当研 究所の佐 藤情報科学 セ ンタ・一長に も出席 を頂い
た.ま ず.,会議 の席 上,各 委 員よ り日本の参加 に対 して
歓迎 の意が述べ られ た.当 方 もこれを受 けて,各 委員 に
謝辞 を述べた.当 会議 では,会 計年 度(歴 年)の'-ll]」li
の財 務 委員会 として.定 例的 な議題 である①96年 度の
予算 案,97年 度以 降5か 年 のr算 見通 し,② 前年 度の会
計監 査に関することなどの財務関係が審議 されたほか,③
日本 の協会加盟 に伴 う規則 の改定案 に関する こ と,④ ト
ロムソ大学 と協会間の雇用契約問題な どが議論 された.こ
の うちの④ につい ては,日 本の協 会加盟 に伴 い協 会の規
則改 定が必要 となったこ とか ら,そ の改 定案の協 議が行
われた.・ 部 修.IEがあt')たものの 問題な く合意:され,次
1[]1の評1義金に提 出するこ ととなった 〔当該改定 内容 は,5
月に開催 された評議 会においても 了承 された.).また,④
の問題 につい て,現 在,ノ ルウ.1.一にある レー ダ施設設
f柿の運用 は トロムソ大学 と雇用契約 を締 結 し,当 該 大学:
職 員 を もって業務が 行われてい るが,当 該契約 内容 の 見
直 しが必要 な ことか ら改1玉案の検討 が行われ た.双 方に
制 度的 な問題 もか らんで,本 会議 では,評 議 会へ の助言
＼幾1㌻
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と意 見を と りまとめ るの に最 も時間 をか けて議論が行 わ
れた.こ のほか,協 会が有 している施設設備 をめ ぐり,前
回会議以降生 じて いる様 々な運営 上の問題 が事務局 より
報告 され話 し合われた,
第47回 財務委員会 は,平 成8年10月28日 にス ウェー
デ ンのス トックホルムで開催 された.日 本側の出席 は,筆
者が所用の業務 のため 出席 が困難 であ ったこ とか ら,原
田庶 務課長 に当方の代理 で出席 をお願い した.ま た,佐
藤セ ンター長 も引 き続 きオ ブザ ーバ ー と して出席 頂 いた
ほか,文 部省 か ら国際学術 課石橋 極 地研 究係長 に も出席
頂 いた.
当会議での主 な議題 は,① 協 会 におけ る雇用 関係の問
題,②ESR送 信機 のパ ワーア ップの問題,③ 今後5年 間
の予算見通 しなどが大 きな問題 と して取 り上げ られた.こ
の うち,① につ い ては,　ESR　(EISCAT　・スバ ールバ
ル ・レー ダ設備)の 運用開始 に伴 い新 たな 人の雇 用が必
要 となってお り,そ のため の経 費増 をいか に抑 える こと
が で きるか という点で,そ の対 応等 について検討 を行 っ
た.ま た,③ の問題 につい ては,委 員 より年 々の予 算増
に関 して意見が 出 され,当 委員 会 と して評議 会 に対 し,
(ア)経 費の増加 をその まま受け入れ,引 き続 き現状 の各
国 の分担金で運営 を行 うこととす るのか,(イ)特 定の装
置.等を切 り捨て るな ど して経 費 を抑 えてい くこと とする
の か,評 議会で ポ リシー を明 らか にす るよ う勧 告す る こ
と となった(本 件 について は,特 にフラ ンスが現状 の予
算積算方法 に問題が あると して予算見通 しに異 を唱 え,相
当 な議論 が行われ た模様 であ る,評 議会 の最終 的 な結論
と しては,97年 度予 算 はイ ンフレ率3%を ブロ ック して
決 めるこ とと したが,予 算積算方 法や分担 の在 り方等 に
つ いては今 後の検討 課題 と して残 された.).なお,こ れ
まで財務委員会議長 を努め ていたIkonen氏(フィンラン
ド)の 任期満了 に伴い,新 たにBrooks氏(イギ リス)が
選出 された.
筆者 に とって は,上 記の ような国際的 な会議 に出席 し
たの は初 めての経験 であ り,他 の国際的 な組織 ない し会
議の状況 を承 知 しているわけで はないが,こ の…年間 の
当該会 議に参加 して感 じた ことを2～3述 べてみたい.
まず,協 会 に関 しては,非 政府間組織 とはいえ,国 際
的な共同研究 体制の枠組み としては,規 則等 もそれな り
に整備 され,組 織 体制 ・運営面 を含め大変 しっか りと し
た組織 であ る と感 じた.そ して,加 盟国聞の 関係 につい
て も,　ISレー ダという大型施設設備 を共有 し,共 同の研
究 テーマ をも とに協力体制 を積 み重 ねてい ったこ とも要
因の一・つか も知 れないが,大 変 緊密 な関係が保 たれてい
る とい う印象 を もった.
会議 全体 に関 しては,各 委員が 互いに顔 見知 りの間柄
濃 毒聾巖蕪こ響膿 甕躍:1芸㌫ ●
凝 らない雰囲気であった.し か し,… 旦論議に入 ると,そ
れ ぞれの国内事情 や考え方の違い もあ り,各 加 盟国 と も
しっか りと自己主張 しあい,様 々な議論が 交わ され てい
る.筆 者 自身が この ような会議の雰囲気 に溶け込み,自
由 に発言 で きる までには,英 語力の必要性 はむろん,こ
れか らの 委員 と しての積 み重 ねや経験が なによ りも必要
であ ると痛感 した.な お,今 回,議 長の交代が あったが
議 長の選 出につい ては,各 国の持 ち回 りが ルール とな っ
てお り,い ず れ 日本 に もその分担 が回 って くる との こと
であ る.こ れへ の対応 について もこれか ら,真 剣 に検 討
を進 めてい く必 要が あろ う.
次 に,こ れ までの各国 の議論 を通 じ,各 国 と も財政 的
一4一
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な負担が深刻 な問題 とな ってお り,比 較的豊か である と
思 っていた ドイツ,フ ランスなど も財 政的 には必ず しも
良好 な状況では ない ことが感 じられた.こ の点 に関 して,
現 在の 日本の財政状 況 を見 るにつけ,決 して他 人事で は
ない とい うこ とが実 感 させ られた.そ の一 方で,協 会 と
してはこれから新ア ンテナの整備 を進めてい くなかで,現
有の施設設備を維持運営 していか なければな らない し,財
政的 にはむ しろ支出要 因は増 大 してい くもの と考 え られ
る.今 後の協 会 の財 政運 営 につい ては相当 な困難 が予想
され,財 務委員会 として もこれらの問題の解決 に向け,・.・
段 と創 意工夫の検討が必要 となるで あろ う.
終 わ りに,今 回の会議の ほか にスバ ールバ ルISレー ダ
開所式典 に も出席す る機会 を得 たが,各 国関係者 ともH
本 の協 会参加 に対 して大変 な歓迎の意 を示 して くれ,日
本 が協 会に加 盟す るこ ととなっ たこ とに,あ らためてす
ばら しいことであった と実感 させ られた.そ してい ま,E1
本 と して も正式加 盟国 と して財 政的 な負担 のみ な らず,
色々 な面で しっか りと した対応 を してい くこ とが必要 で
ある とつ くづ く感 じている.
(筆者:国 立極地研究所管理部会計課長)
「南極域自然現象と地球規模環境変動」
国際シンポジウム
福 地 光 男
国立極 地研 究所(極 地研)が 開催する第2回 目のCOE
国際 シンポ ジウムが平 成8年12月3H,4日 の2E1間,極
地研 にて開かれた.第1回 目は昨年,北 極の環境研究 に
つい て とい うテ ーマ で開催 された.第2回 目の シンポ ジ
ウムでは,南 極 域 にお こる自然現 象の変動 と地球規模 で
見 られる環 境変動 との関連 につい て,学 問分野 を越 えた
学 際的 な議論 を論点 の中心 と した,そ のため,超 高層物
理学研究分野,大 気 ・氷床 ・海洋 の気水 圏研究分野 及び
生物 圏研究分野の研究者を国内外か ら招牌 した.ま た,ポ
ス ター展示 による一般 申 し込 み研 究発表 も受 け付けた.
多岐の研究分野 に及ぶ学際的 な国際 シ ンポジウムは,極
地研 として は初めての試みであ り,準 備段階か ら上記3研
究 分野 の担 当教 官,及 び事務 系の担 当者 との間で何 度 も
連 絡 ・打ち合わせ を行 った.招 待講演 候補 者 とは事前 に
連絡 をと り,出 席 を打診 しなが ら,シ ンポ ジウム案内原
稿 を作成 し,7月 に英文の ファー ス トサーキュラーを発送
した.シ ンポジウムの タイ トルは"　International　Sympo.
siumonEnvironmentalResearchinAntarctie　(南極域 自
然現象 と地球規模環 境変 動)"で ある.
その後 申 し込み受 け付 け,セ カン ドサ ーキュラーの発
送,そ して レセプシ ョンの準備等 々慌 ただ しく時間が経
過 し,外 国か らの招待講演者 は最終的 に15名が出席す る
こととなった(内,1名 はシ ンポジウム直前 にな り,急 病
のため欠席 となった).招待講演者の他 に国内外の外国 人
研 究者 が4名 出席す る事 となった.同 時 に,国 内の 日本
人招 待講演者 との 交渉 も順 々に進み,合 計8名 が発表 す
ることとなった.そ の他ポスター展示発表による一般 申
し込みの受付 も行われ,最 終的には3研究分野全体で25
件が登録された.
2日間にわたる研究発表の概要 は以下のとおりである.
超高層分野では南極域における英国,米 国,ノ ルウェー,
中国によるこれまでの研究成果が発表 され,ま た,昭和
基地でのIGY以降の長年の成果が発表 された.定常的な
息の長い観測成果から中長期的な変動現象が指摘され,ま
た,今 後の観測方法や国際協力体制についての方向性が
示唆 された,と りわけ,電 磁気圏か ら成層圏への境界領
域である熱圏や中間圏における物質 とエネルギーの挙動
の解明が,地 球規模環境変動を理解す る上で重要である
事が指摘された.
気水圏関係では照射紫外線の増加 を含む放射に影響を
及ぼす雲,エ アロゾル,雪 面などの研究について,他 は
大気一海洋間におけるCOzの交換過程の把握について議
論された.昭 和基地での観測 を含むこれまでの南極での
放射観測から得 られた結果 より,オゾンホール出現に影
響する成層圏エアロゾルの南極上空での挙動が注 目され
た.放 射過程についてのモデル構築には衛星による広い
地域の観測が必要であること,特 に極域の様に太陽高度
の低いところでの表面状態の観測の必要性が指摘 された.
大気一海洋間のCOzの交換については大気中の02/N2比,
炭素の同位体の測定から,陸 上あるいは海洋の生物によ
るCOに 対する影響を見積 もる・手法についての議論が さ
ヱ
れた,し らせ船.ヒでのこれまでの観測結果から南極海イ
ン ド洋区における南極発散線周辺での大気一海洋間での
興味深いCO2交換が認められ,今 後海氷の役割 りや海氷
圏生物 との関わ りが注目される.
生物圏分野では,大 気一海洋間のCO2交換と密接 に関
連する海洋基礎生産過程 について米国及び我国の研究成
果をもちより,イ ンド洋区における生産過程の特徴が指
摘 された.ま た,国 際バイオマス研究計画以降,将 来の
南極海洋生物研究の方向性について議論が行われ,近 年
の南極半島周辺域での国際共同観測の成果が紹介された.
紫外線照射等,直 接的に環境変動の影響を受けやすい陸
上生物 については,日 本 ・ニュージーランド・米国によ
る南極 ドライバレー地域での国際共同観測 より地球温暖
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化による ものと思われる湖水面の水位上昇が指摘 された,
また,ラ ングホブデ雪鳥沢での我国によるモニ タリング
研究が紹介 され,陸 上生態系の環境変動への応答性研究
の方向性について議論 を深めた,
多岐の研究分野に及ぶ学術的な国際シンポジウムは初
めての試みであったが,領界領域での共同研究の重要性 ・
緊急性が認識 された事 は,今 後の研究を進める上で大き
な成果であった,
シンポジウム第1回 目終了後,レセプションが開かれ
た.招待講演者をはじめ,関 連の研究者が集まり,昼間
のレセプションでは話 し尽 くせなかった議論が続けられ
た.ま た,レ セプションには岩本文部省学術国際局国際
学術課長がお忙 しい中をかけつけて くださり,　COE国際
シンポジウムの重要性や科学技術基本計画の方向性等を
交えながらのスピーチをいただいた.
2日間という短い期間ではあったが,将 来へつながる形
のシンポジウムが開催で きた事 を確信 しました,これも
ひとえに文部省をはじめ,招待講演者の皆様,一般参加 ・
出席の皆様の御支援の賜物 と感謝いたします.
(筆者1国立極地研究所南極圏環境モニタリング研究センタ 長ー)
第19回極域生物シンポジウム
1996年12月5日と6日 の2日 間にわた り,標 記 シ ンポ
ジウムを本研 究所6階 講堂 において開催 した.2日 間で,
口頭 ユ5件,ポ ス ター84件 の発表が行 われ,13名の外国
か らの研究者 を含め,延 べ138名の参加者 があ った.活
発 な討論が行 われ,参 加 した研 究者間 の交流の場 と して
も有意義 なシ ンポ ジウムであった.
初 日の海洋生物 セ ッシ ョンで は,口 頭発 表は一・人当た
り20分間 とし,「南大洋の生物過程」と題 して12件の発表
が行 われた.南 極海洋 生態系への紫外 線照射 の影響 ,海
洋基礎生 産 を見積 もる際の人工衛星 リモー トセ ンシ ング
モデ ル,沿 岸 域 における微 小食物網 の研 究等 の,興 味深
い話題が提供 され た.ま た,1994/1995年に実施 された,
東大海洋研究所研 究船 「白鳳 丸」 による南極 研究航 海の
成果が発表 され,南 極発散線周 辺海域 での海洋物理 ・化
学構 造 とオキア ミの葉群構造 との関連が議論 され た.ま
た北 極関連で は,北 海道サ ロマ湖 をフ ィール ドとした研
究等 が発表 された.ポ スターでは,海 洋環境/リ モー ト
セ ンシング(4件),植 物プ ランク トンとフラ ックス(13
件),オ キア ミ ・動物 プ ランク トン(12件),魚 類 ・底生
生物(10件),大 型捕食動物(14件)の セ ッシ ョンに別
れ て発表 が行われ た.微 生 物か ら鳥類 ・海産哺乳 類に至
る,南 大 洋のすべ ての栄養 段階 をカバ ーす る幅広 い分野
の研 究成果が発表 された.
二 日 目の陸上生物 セ ッシ ョンで は,直 前 になっての発
表 の キャ ンセルが入 ったため,口 頭発表 は質疑応 答を含
め て一 人当た り40分 と,十 分な時間 を取 るこ とと した.
「極域の湖沼生物」と題 し,37次夏 隊の斎藤教授 に よる南
極湖沼水の物理 ・化学的構造,エ ス トニアのKaup博士 に
よるマラ ジ ョー ジナや基地近 くの湖沼 の栄 養状 態の経年
変化,36次 越冬 隊の伊村助手 による南極湖 沼底 の特異 な
植生 が報告 され,活 発な議論が行われた,ポ ス ターでは,
国際学術研究 の取 りまとめ と しての氷 河後退域の陸上 群
集(8件),環 境 変動(9件),陸 上生態 系(7件) ,微 生
物 ・藻類(7件)の4つ のセ ッシ ョンに分かれ,2セ ッシ
ョンずつ平行 して行 った,
海 洋,陸 上両分野 を通 じて,紫 外 線照射量 の増 大や温
暖化 な どの,環 境変動 関連の報告 の多 さが 目を引いた シ
ンポ ジウムであった.こ の問題が,一一時的な話題 から,広
い分野 に深 く関わ って きた ことを考 えさせ られた.
谷 村
氏
遼遠
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転 出
篤 三重大学生物資源学部助教授
(研究系助手 ・寒冷生物学第一研究部門)
ト外国人研究員の紹介 く
サ イモ ン レー 八一 レー
(Simon　Leigh　Harley)
外国人研 究員
エジ ンバ ラ大 学 ・リー ダー
平成9年1月20日 ～平成9年4月19日
東南極大陸地殻の形成過程の研 究
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観測隊だより
昭和基地
11月上旬は良い天気の日が多かった.中旬の15日には
最高気温がわずかにプラスになり季節が夏に変わって き
た.中 旬頃より徐々にオゾン全量値の増加がみ られるよ
うになった.
先月13日にS16を出発 した ドーム補給旅行隊は,2日
に ドームふ じ観測拠点に到着 し,予定の作業 を終え,8日
に帰路についた.26日にはS16に到着 し,車両や橋の整
備を実施のうえ,翌27日には全員昭和基地 に帰投 した.
観測関係の仕事も順調に経過してお り,野外観測では
生物部門のスカルブスネス ・ラングホブデ方面の調査や
地球物理の海氷上での全磁力連続観測の旅行が行われた.
基地では,38次隊受け入れのため,建 物の回りや道路の
除雪作業が開始された,
● 12月は,4日 にB級 ブ リザー ドがあ った もの の夏 らし
い良い天気が多 く,慌 た だ しい なが らも38次隊の受 け入
れ準備が忙 しく行 われた.
12日夕刻,基 地 開設以来初めての,観 光団87名がヘ リ
コプ ターで飛来 した,急 遽作 業 を中止 し,基 地 内外 の案
内を行 い,短 時 間なが ら10か月ぶ りに外 界の人達 との交
流 を持つ こ とがで きた.
19日午後 には,待 望 の第一便が到着 し久 しぶ りの家族
か らの便 りや写真 を見て,喜 びをかみ しめ る風景が あ ち
こ ちで見 られた.「 しらせ 」 は,27日 夜 に昭和基地 に接
岸.氷 上輸送が始まり,38次隊による建設作業が本格化
した.
ドームふ じ観測拠点
ll月に入 り日差 しが強 くな り,日 中の気温 も一30℃台
とな り,ド ームふ じ観測拠 点に も夏が訪れた.
2日には待望の,昭 和基 地か らの補給旅行 隊が到 着 し,
9か 月ぶ りの再会 に基地は にぎわ った.
氷床深層掘削 は,大 きな トラブルもな く順調 に経過 し,
22日には2,400m深を越えた.し か し,液 封液面の低 下に
伴い1,900m以深 での掘削孔の収縮が顕著化 し,リ ー ミン
グをせ ざるを得 な くなった.
12月7日,掘 削深 は 目標 の2,500mを越 え8日2,503.41
m深 に達 した ところで37次隊 にお ける掘削作業 を終 了 し
た.そ の後,毎 日孔 底 までの リー ミングを続け ていたが
29日に ドリルが引 っかかる トラブ ルが発生 した,翌 日ま
で ドリルの回収 に全力 を挙 げたが 回収 で きず,急 遽 ドー
ムふ じ観測拠点 へ向かって きている38次隊 の液封液確 保
の ため,み ず ほ基地 まで迎 えに出て,1月6日 に拠点に帰
着 し,掘 削孔 に液を補 充 した.
氷床 レー ダー観測 も引 き続 き実施 されてお り,ふ じ峠
を通過 した際に,第8次 もしくは第9次 隊が設置 した記念
標識 を確認 した.
越冬 交代 まであ とわず かだが,全 員 元気 で越冬生 活 を
楽 しんでいる.
南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
平 均 気 温(Meantemp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min,temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面　(Meanpressure,
　 sealevel)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧　(Mean　vapour
　 pressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative
　 humidity)　(%)
平 均 風 速(Meanwindspeed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間平 均(Max.
Wind　speed,　10-min.　mean)　(m/s)
最 大瞬 間風 速(Gust)　(m/s)
平均 雲 量(Meancloudcover)　(1!10)
快 晴 日数(Numberofcleardays>
昭和基地
(Syowa89532)
12月(Dec.)
-1 .5
十4.5(16,22日)
-8 .2(7日)
990.3
3.8
69
5.3
27.0(4日,NE)
32.0(4日,NE)
5.5
8
1月(Jan.)
　-　Ll
十4.8(21日)
-8 .1(9日)
990.6
3.9
69
3.4
13.9(7日,NE)
17.3(25日,NE)
7.7
2
ドームふじ観測拠点
12月(Dee.)
-33 .8
-23 .4(16日)
-46 .4(1日)
609.9
1月(Jan,)
-36.0
-27 .0(16日)
-47 .4(31日)
606.8
5.44.l
ILI(27日,NE)9.1(6日,NE)
12.6(27日,NE)
3.7
11
12.6(6H,NE)
2.9
6
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【極地豆事典 】
ISレ ー ダ ー
IS　(lncoherent　Sca ter　:非干渉散乱)レ ー ダーは,
地球の熱 圏,電 離 圏や磁気 圏の研 究に最 も有効な地L
か らの 観測手段 で あ り,コ ー ド化 され たパ ル ス状 の
VHF-UHF帯 電波 を大 口径 ア ンテナ を通 して極め て
狭 い視野角(1度 以下)で 電離圏 に発射 し,電 離 圏の
電子 で トム ソ ン散乱 され た電 波(非 干 渉散乱 エ コー}
を受信す る装置 であ る.エ コー強度が極 めて微弱 であ
ることから,レ ーダーは数 メガワ ッ トの大 出力電波 を
放射 し,大 きな面積.を有す る高利得 ア ンテナを必 要 と
す る.電 波 は.光速で伝搬 す る事 か ら,送 信 と受信 との
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時間差か ら散乱 されて くる電波の 高度が分 かる.
受信 され たエ コー信号の周波数 スペ ク トル形 を詳 し
く解析する ことにより,電..∫・の密 度 ・温度,イ オ ンの
温 度 ・速度,イ オンの組 成 イオ ンの衝突周波 数な どの
物理 量の情 報を得る ことがで きる.さ らに,上 記 の物
理量以外 にも,適 当な地球物理的仮定 をする事 によ り,
電場 強度,電 気伝導 度 と電流,ジ ュール加熱,中 性 大
気 の温 度 と風速な どが導出で きる.
欧州非干渉散乱　(EISCAT)　レー ダーは地上50km
か ら1500km以上 までの高 度 を観測す る ことが「nr能
で ある.測 定 される物理量の分解能 は,観 測モー ドや
現 象に もよるが,空 間分解能 は数百 メー トルか ら数 十
キロメー トルで,時 間分解能 は数秒 か ら数分 である.
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